
クイーン コンク「パール」の

歴史と宝石学的性質

エマニュエル フリッツ，エリズ B.ミシオロウスキー共著

コンク「パールJとは、カリプ海の様々な

場所で見られるクイーン コンク貝つまり

ストロンパス ガイガスが生み出す石灰質

が凝縮したものである。コンク「パール」

には多様な色があるが、通常はピンクが最

も望ましい。 100七を超える「パールJ
は珍しいが、 450七以上もある大きいも

のも発見されている。磁器に似た光沢や火

炎構造と呼ばれる珍しい特徴を呈すること

があり、このため前世紀の終わりにはジュ

エリーでピンク コンク「パールJに非常

に人気が出た.本論文ではコンク「パ-

JレJの歴史を概観し、ストロンパスガイ

ヵースとその漁を検討して、この魅力的な

素材の宝石学的特性その他の特徴を調

べる。
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コンク「パール」 は、クイーン コンク貝すなわちスト

ロンパス ガイガスが生み出す石灰賞が凝縮したもので、

非常に魅力的なピンクのものが多く、この色は絹のよう

に見える特徴的な「火炎構造」でさらに良くなることが

ある(図 1)。スティーブンツンおよびクンツ(1908、

p.Z79)が述べたように、多くの試料には「奇妙な波状の

外観や水に漬けた絹に多少似た光沢を呈するが、これは

繊維質の放射状の構造によって生じる反射の結果であ

るJ.さらに滑らかで光る磁器に似た光沢を示すコンク

「パールJもあり、このため非常に魅力的になってい

る.しかしこれはネイカーの光沢ではないので、本物の

真珠とは言えない.従って、本論文ではこの素材に対し

て業界で一般に用いられている益二止という用語をカッ

コに入れて示す.この員の名称、は「コンク」と言い、文

献にはoonohとoonkという綴りが両方見かけら

れる.

これは本当に珍しい宝石で、カリブi毎やパミュータ

島の水域にしか見られず、ジュエリーに適する品質やサ

イズは滅多にないが、ある時代に特徴的なジュエリー、

特にアールヌーボ一様式のジュエリーに見られることが

ある。枠のイすいていない商品質の大きいコン7rパール」

には破格の値段が付いた。 1984年のパリの競売で

は、 170七あるオーバルのピンクのコンク「パール」

に、あとわずかで 12，000ドルという値段が付いた

(フェダーマン、 1987)。昨年、枠の付いていない6.41 

C 七の上質の暗いピンクのコンク「パールJに、競売で

4，400ドルの値が付いた{クリスティーズ ロンドン、

1987年 6月Z4日). 

最近、ブラック ヒルズ地質学研究協会のスーザ

ンヘンドリックソンが、 GIAに約 150個のコンク

「パール」の大規模な個人的コレクションを貸してくれ

た。この驚くべきコレクションは、 10年にわたる辛抱

強い収集の賜物で、コンク「パール」に可能なサイズ、

色、形状の範囲を見せている.本論分の目的は、コンク

「パール」に関する歴史的な文献で散在したものを編集

し、ストロンパス ガイガスやその漁に関して現在分
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かっていることを概観して、このほとんど知られていな

い宝石材の宝石学的その他の特性を調べることにある。
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古代にはインカ文明やその他の昔の多くの文化がコンク

貝を神の象徴的な歌口と考えていた. rこれは、耳に当

てると海神の声が暗号きかけてくるからであろう J(ディ

キンソン、 19問、 p.7). 1 800年代半ばまでは、ストロ

ンハス ガイガスから得た「パールJに関してどの文献

でも特に言及していないが、ネイカーのある真珠ととも

にこれがジュエリーに見られ、用いられていたと考える

のが妥当である。

特にストロン八スガイガスから生まれたコンク

「パール」についての最初の記述は 1839年の『へン

リー フィリップホープ殿の真珠及び貴石コレクショ

ンのカタログ』に見られ、スティーブンソン及びクンツ

(1908，p.464)で言及している. 148個の真珠が記載さ

れ、そのうち 2個がコンク「パール」である.すなわち、

「全体的な色がヒ.ンクで両端が多少ホワイティッシュな

コンク パール・・・・及びもう 1個のコンク パール・・・・

ボ空ン型でイエロイッシュ・ホワイトにピンクのわずか

な色合いがある J.ストリーター (1886)もこのコレ

クションについて触れ、さらにコンク「パール」が

1850年代から 60年代にかけて非常に人気があって、

供給が需要に追い付かないほどだったと述べている。

ピクトリア女王時代(1837-1901)には、磁器の製
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図 1 この fg:し Uピンク コンク

r/，'i-)J.，J fo:は本昌文で研究した比蚊

的上貨のわのが含まれる.最大の石は

診しくよ貨は阻百貨の『パールJで、

重量が40.14ct(22x21x 

12 m)ある.コンク『パール』の

絡散となるl軒IB~*員構置が肉眼で見

え否定Jの色ある. 試科提供スーザ

ンヘンドリνクνン.スコνトブ

リ νデスI.~ð

i童、カメオの彫刻、骨董品のコレクション等の目的のた

めにコンクの買をヨーロッパに輸入した。イタリアのカ

メオ職人達l土、その繊細なピンクの色合いのためストロ

ンパス ガイガスを好んだ{ストリーヲ一、 1886).実際

に19世紀にはコンク「パールJが大抵「ピンヲ パー

ル」と呼ばれていた。エドワード皇太子の妻でピクトリ

ア女王の義理の娘になるアレキサンドラはあらゆる種類

の真珠を非常に愛好した.エドワード皇太子とアレキサ

ンドラは 1800年代後期から 1900年代初めにかけ

て上涜社会を先導し、ファッションやジュエリーでこの

2人の生み出した涜行はエドワード7世様式と呼ばれる

ようになった.エドワード7世様式のジュエリーは、真

珠やダイアモンドを賀沢に使い、通常はプラチナにセッ

トされた。

メリーランド州ボルチモアにあるウ:t'ルヲーズ

アート ギャラリーでコンク「パールJを使ったエド

ワード 7世様式の作品の例(図 2)を見ることがで

きo.当時としては最大級のこの23.5c七のコンク

「パール」は、 1900年頃、ニューヨークのティ

ファニ一社にジェモロジストとして勤めていたジョー

ジ F.クンツから購入したものである(ミッチェ

ル、1984、p.179).へンリー ウ才ルターが姪のローラ

デラノに贈るために購入したもので、その後彼女がウ才

ルターズアート ギャラリーに寄贈した。

前世紀の終わりには比較的大きいコンク「パール」

が上涜社会に人気があったが、その一方で小さいものは

同じ時期に台頭した中流社会や芸術的に前衛的な人々の

聞で人気のあったアールヌーボーのジュエルに適してい

た。コンク「パールJはアールヌーボーのジュエリーに
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図宮 大きいコシク「パールJIまエドワ ド7世様式の:/ュエリーの鱒沢さ

によく合う.<::のエドワード7世間式のピース (1900年明〉には、軍の

デザイン田プロンチ抵の録番付ぎのプラチナの寵巴23.5cものコンク

rパール」がセνトされて旧る.上舗を回してプロンタを聞き『パール』

を取りタトす乙とができる.担保ウォルターヌ アート ギャラリー.

よく見られる自然界のモチーフに非常に役立った(ミシ

オロウスキーおよびダーラム、1986).アールヌーボーの

ジュエルは上質の宝石や金属を、ガラスや角のような

安価な素材と組み合わせることが多かったので、小さい

コンク「パールJは花のデザインのつぼみに最適だった

(図 3)。この種のジュエJレl主時折り競売で見かけ

られる。

第 l次世界大戦の動乱後、コンク「パール」に対す

る興味は弱まった。戦後優勢となったアールデコ様式は、

その時代の人々の幻滅感と涜線形が現代的であるという

先入観を反映して明確な幾何学的なものとなった.アー

ルデコのジュエリーにはコンク「パール」を用いた跡

が見られない。最近の 10年になってやっと、コンク

「パールJは独特で珍しい宝石としてジュエリーで再び

人気を得るようになった。この2年間、ドミニカ共和国

では仕入れ競争が激化している (s.へンドリックソン、

私信、1987)• 

210 Queen Conch “Pearls" 
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ハリー ウィンストン社は最近、非常に特別な顧客

のために幾っかコンク「パール」のジュエリーを製作し

た。豪華なネックレスとイヤリングのーi前いは、サイズ

や色、形状が美しく組合わされた6個のコンク「パール」

をメインにしている(表紙の写真参照).ネックレスに

は濃いレテ'ィッシュ ピンクのコンク「パール」がセッ

トされ、そのベンタントにはおそらく世界でも最大級の

豪華な 45c七 (180グレイン)のベア・シェーブのコン

ク「パール」がある.このー揃いに含まれる「パール」

の多くには明快な火炎構造が鮮明に見える。

コンク「パール」の火炎構造の神秘的な魅力は、

ピンクの色と相まって、昔から宝石としての望ましさを

高めていた.コンク「パールjは稀少であるためジュエ

リーには豊富に使用できない.その養殖業が発達しない

限り、コシク「パールJは今後も上涜向けに限られるだ

ろう.そして養殖業が発達する見込みはそれほどない.

よえト\:=2"こ/ノミJえメf寸9 ヌi~;;え
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コンク「パール」と呼ばれる石灰質の凝縮したものを成

長させるのは、通称タイーン コンクと呼ばれる単殻軟

体動物のストロンパス ガイガスだけである.しかし豆

之之という用語はその他の種類の員を表わすのにも用い

ることがあるので、注意しなければならない(実際、貝

に関する科学を貝殻学 rconchology.!lと呼ぶ)。それに

もかかわらず、漁師や潜水夫遣はその独特の「かぎJや

『爪J、すなわちその足に付いている角状の湾曲した蓋

で、ストロンパス カ'イガスをi也の巻貝から簡単に識別

することができる。コンクはすべて草食で、主に若草を食

料とし、クイーン コンクは最大級の草食性腹足類であ

る(ブラウネルおよびスティーブリ一、1981)。大抵の

軟体動物とは異なり、クイーン コンクの巻貝は独特の

「はね跳ぶJスヲイルで動き回る(フレミング、1982)• 
足を懸命に押し出して重い貝殻を持ち上げ、体を前に手喜

とし、ようやく体の半分ほどの距離を前進する.

コンクの自然の釦息地(図4)はパミューダ島から

カリプi毎まで広がる(ブラウネル及びスティーブリ一、

1981) • L. D.ポールズがバハマ諸島での弁護士の

経験を本にしたとき (1888)、彼はその著書に『ピンク

パールの土地』という題を付けた。クイーン コンクは

フロリダの南東海岸沿いやキース'諸島でも見られる。

1910年にクンツはティファニ一社のために薄っベら
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な宣伝用の本を奮いたが、その中でコンク「パール」を

この州の石の一つに挙げている。ここから、フロリヲ州

も前世紀末にジュエリーに用いられたコンク「パール」

の産地であったことが伺えるが、シンカンカス (1959、

p.587)によると r1 9 0 0年になるまでは、 [コンク]

)~-)レの流行には、ほとんとーがパハマ諸島のイリューサ

ラ島やイクスーマ島の礁で採取された試料や主にナッ

ソーで販売されたパールにがあてられていたJ.スト

リーター(1886)、ウェブ.スター(1975)、ファーン (1986)

はカリフォルニア湾もストロンパス ガイカ'スの産地に

挙げている。この地域も同じような外観を持つ巻貝の生

息地である可能性もあるが、海洋生物学に関する出版物

にはこの地域にストロンパス ガイガスが存在すること

が書かれていない(例えばアポット、 1954参照)。

逝常の地理的範囲の外にいる「クイーン コンク」の

報告は、暖昧な通称を使用したために混乱が生じたもの

であろう (E.アイパサン、私信、1987)。

コンクは多少移動することもあるが(ヘッセ、1979)

通常は一生同じ地域に留まる。安定した海底の砂i也に生

息することが多いが、砂利やサンゴのある場所に落ち着

くこともある。水深数センチのところから75mもの深

さのところでも見られるが、大抵は水深30mより上に

いる(ブラウネル及ひ'スティーブリ一、1981)• 

繁殖期聞は3月から9月の暖かい月で(へ、yセ及び

ヘッセ、 1977)、交配f去に雌は約50万個の卵から成る塊

を産む。この塊はサイズと形が太いバナナのようで、捕

食動物から守るために砂をかけてカモフラージュする.

4、5日後、卯がかえって殻のない小さいコンク(r被
面子幼生」と呼ぶ)が現われ、 4から5迎問水中に漂い、

水の涜れや大規模な捕食にさらされ、最後には海底に

沼ち着いて小さいホワイトの殻を付ける.若いコンク

( rクリーパー」と呼ぶ)(土砂の中に保護を求める.

次の2年間にらせん状の貝殻を成長させ、 ζの時期には

「ローラー(動き回るもの)Jと呼ばれる.約3歳でこ

の軟体動物は朝顔状に広がった唇の形に貝殻を成長させ

始める.この時点で生殖器官は成熟し、漁には最適のサ

イズとなる。巻貝が「パールJを生み出すのはこの時期

と考えられる。 rサンガ」や「サンパ」は完全に成熟し

たコンクで、非常に厚〈革のように見える貝殻を持つ。

ローラーからサンガまで、様々な年齢のコンク貝を図5

lこ示す.唇とピンクの色の部分の発達に注意すること.

ニミト=こ/ノミJえ メ7•• イメ7~._::;之~CD主主号、
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図3.前世担末に中罰階級で人完のあったアールヌーポ のピース{こ、比統

的 l、さUコンク rr~-)[， J が見られる.この図のアールヌーボーのペンダン

ト'"は、ピンク巴エナメル加工した花とコンク rI~ールJ のつぼみのぜラヱ

ワムのモチーフ巴、省胎七宝の葉が付uて日る.写真由供 クリスティー1

~ュネーブ.

ストロンパス ガイカ'ス漁はカリブ海全滅で行われてい

るが、その主な目的は肉である.この貝は大きい集団で

見られ、集団はi団体数が数百にまで達する。漁師は小船

から飛び込み(図6)、水の浅い場所で手つ・かみで取る

か、鍵付きの棒を使う。漁師は通常、船の中で肉を
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国 4 λトGンパλ ガイ訂λfクイー

ンコ》ヲ)o!l.~.'~jhl耐ムとの地図〈フ

ラウ ~il>)'Ujスティー7 リー、 1981

に倣う〉の陰の部骨の水域全体で毘611.

る.図は;;ャンニューウェ'"0

貝殻から切り離す.コンヲ「パールJI立大抵との時に

見つかる.貝のオレンジの部分にある真珠嚢の中に

ーありィーこす~Iまヨシクの外套膜すなわち端である (B.エパ

レットによる予備の観察、私信、 1987).般を掃除して

いる時にも発見される。コンクの中でいかに「パール」

が形成されるかについては芭接的な細かい説明は

見つからなかったが、他の軟体動物が真珠に似た凝固物

を形成するのと同じように、異物に刺激されて核を形成

すると考えられる(ポストウィック、 1936;スウィーニー

及ぴラテンドレッセ、 1984)• 

肉はアワビに似て、通常は土地の人々が食べている

が、 1970年代には冷凍して合衆国に輸出された.コ

ンク産業はこの時期の価格の上昇と市場の改善との恩恵

図5 乙の畏誼la、左の若"'rローラー』から右の最も年長の rサンガJまで、縫々 t.年齢のストロシパス ガイガスのわのである.中央の2掴

の貝揖で置が尭遣し、右の2個では時が担つにつれ置が厚くなる.ロパート ウエルグン111)0
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図 6. ドミニカ共和国の，且師とその

的船.ここでは保守のために詰ドヲク

に入ってし、る.コンク貝の盟の典型的

な世田.^ーザンヘンドりνクソン

I&IJ. -----

図7 ドミヱカの理師OJョ-3i ルイスが、敵カ月かかって揖取したー握り

のコンク rパール』を見世てω<5.スーザン ヘンドリνクνン1l1J.

に大いに与かったが、その結果、漁が拡大して乱獲気味に

なり、現在では深刻な絶滅の危機に瀕している(ヘッセ及

びヘッセ、 1977;ブラウネル及びスティーブリ一、1981;フレ

ミング、 198Z)。多くの政府が急激なストロンパス ガイガ

スの減少を防ぐために対策を講じている.例えば、現在で

はフロリダi中でこの軟体動物の漁は禁止されている.乱獲

の時期には多くのコンク「パールJが見られた(数千とは

いかなくとも、数百)が、この軟体動物を保護するために

最近取られた措置のために、この数は今後減少する可能性

が高い{図7).クイーン コンクの博物学と漁の問題に

関する詳しい観察は、ランドル(1964)、そしてブラウネル

及びスティープリー(1981)に見られる。

験雲母榊?でで戸市、…~，.一一

コンク漁についてよく持ち出される問題に、どの程度

の頻度で「パール」が見られるかというものもある.クン

ツ(1964)によると、 1個の貝殻にコンク「パールJが2個

以上あることはない.この主張は現代の多くの漁師の言葉

で裏付けられている (S.へンドリックソン、私信、1986)• 

小アンテイル諸島のあるコンク肉供給業者によると、

4.000個程度のコンクに、大きい「パール」は4個

ー10ct) しかなく、小さいものは数十個見られるJ(フ

ヤーその他、 1985、p.Z35).従ってコンク「パー;11J 
1つける可能性はおよそ 1000分の 1で、これは

7
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1886年のストリーヲーの指示に一致する.へンド

リックソン女史(私信、 1986)は、個人的な観察とドミニ

カ共和国や八ハマ諸島の掃、師との話し合いに基づき、さ

らに低い確率を出した.およそ 10000分の 1から

5000分の lである.この数字はパハマ諸島のコーク

ス アンド ケーコス諸島にある漁場の共同所有者ボ

ニー エハレットの提供した情報(私信、1987)と一致す

る。しかしエパレ、yト女史は「パールJを見逃している

かもしれないと指摘している.さらに発見されるコンタ

「パール」のうち宝石品質とされるのは約10%しかな

い。漁場によって稀少性の程度には差があるが、どのよ

うに見てもコンク「パール」は非常に珍しいものである。

三ラ ';;7"1---一-_:;え

*"_: ;えトぢアィックと

=こ/ラア 「ノて一一Jレ_jQ:)芸重量3ii直

コンク「パール」の養殖の成功例に関して公表されたも

のは、ラ プレースポストウィックという名前の生物

学者の著作(1936)しかない.1933年にボストウイツ

クはスクリップス海洋学研究所の所長に、カリフォルニ

ア州ラホーラにある同研究所の施設でアワビパールの

養殖の研究をさせてくれるよう依頼した.ポストウイツ

クはその手紙の中で「大きいピンクのコンクすなわちス

トロンパス ガイガスの中に球形や卵形のパールを成長

させる秘密も発見したJと書いている。

ボストウィックは真珠養殖を試みるにあたり、まず

約 600種類の淡水イ貝を使った.この実験の過程で、

(彼がスクリップスへの手紙に同封した、雑誌名も日付

もページも分からない記事が報告するところによると)

「象の耳」貝から滋つかのブラックの養殖真珠を収穫

した。

フロリダ州キーウエストで生物学者クラレンス

F.ホイと共同研究し、ストロンパスガイガスのイ貝

でコンク「パール」を養殖する実験を開始した.2つの

記事の2枚の写真と記述(ポストウィック、 1936及び上

述した出所の分からない記事)は、実験が本当に成功し

たことを示唆している. 1931年、 rキーウエスト

シチズン』の記事は r2年の研究で専門家逮が5万ドル

の真珠の成長法を学ぶJという意気揚々とした題を掲げ

た。この記事で専門家達と呼ばれたポストウィックとホ

イは、淡水真珠ではなくコンク「パール」を成長させる

利点を説明する。追跡記事ではこの事業の難しさを諮る

:2.14 Queen .conch "Pear¥s" 
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ポストウィックの言葉を引用した(rキーウエストの

人々 の多くは・・・・」、1931).翌年ホイは作家のアーネス

ト ヘミングウェイへの手紙で、以前にヘミングウェイ

に見せた「養殖コンク パール」のことを書いている。

ポストウィックとホイが養殖したのか、あるいは「パー

ル」が本当に養殖なのか明快に証明するものはないが、

その時期にキーウエストで誰か他の人が養殖していたり、

養殖を試みたりしていたという証拠は現われていない。

この時点でポストウィックがスクリップス研究所に

彼らの研究の場が欲しいと依頼したのは明らかである。

手紙のやり取りは 1933年に始まり、最終的には許可

がおりてポストウィックが1934年の春にラホーラに

引っ越したことが分かる。 1934年から 1940年の

聞に、ポストウィ vクは自信をもって実験の結果を待ち

ながら、真珠の養殖に関する記事をいくつか書いた。そ

の一つが「ザジェモロジスト」の 1936年1月号に

発表されている。彼は作家のキャサリン マーシングと

も活発な手紙のやり取りを行っていた.彼女は真珠の養

殖について記事を書くため彼にインタヒ'ューし、この記

事はその後オランダの雑誌に発表された(マージング、

1937)。しかしポストウィックが彼の真珠養殖法の秘密

を明らかにしたという証拠はない.彼の方法に関する

質問に対して、彼Iまアワピの殻に穴を開けてビーズの

核を入れるという方法を否定し、さらに「私は・・・・彼ら

[軟体動物]に催眠術をかけ、心は物に大きい影響を及

ぼすので、買が真珠を成長させねばならないと悟ると、

忙しく成長させます.私は非常に物覚えが悪〈、真珠が

どのように成長するかいつも説明するのを忘れてしまい

ます」と答えている(マーシングへの手紙、1936)。

マーシングの記事にも、その元となる手紙にも、

繰り返しニューヨークのアッフ.ルトン センチュリー

パブリッシャーから間もなくポストウィック著の「真珠

と真珠を含む軟体動物」という題の著書が出版されると

書いてあった。しかし 1937年以降、手紙には著書に

関する記述がなくなり、議会図書館にもそのような著述

の項目はなく、これが本当に出版されたかは疑問である。

マーシングの記事にも、その元となる手紙にも、繰

り返しニューヨークのアップルトン センチュリーパ

プリッシャーから間もなくポストウィック著の「真珠と

真珠を合む軟体動物Jという題の著書が出版されると書

いてあった.しかし 1937年以降、手紙には著書に関

する記述がなくなり、議会図書館にもそのような箸述の
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項目はなく、これが本当に出版されたかは疑問である。

実際、 1940年以降はポストウィック自身が視界

から消えてしまった。スクリップスの公記録には彼のア

ワビ「パール」養殖の結果に関しては手艶かりがなく、

失敗した公算が高い。いずれにしても、現在見つけられ

るラ フ・レース ポストウィックに関する最後の記録は、

1940年のキャサリンマーシングへの手紙で、その

当時のヨーロッパの不穏な政治的状況について書いであ

る。

こゴユノ::7 Iノてー-.Jレ_j c':) 

霊室三玉宅全自勺f生雲量t

本論文のために、 150個以上のコンク「パールJを

検査し、その範囲は0.2c七から 40ctを越える (2か

ら22mm)ものまであった。試料の大半は、ヘンドリック

ソン女史がカリブ海のコンク漁師から直接入手したもの

である。漁師遣はその他の貝も石灰質の凝縮したものを

生み出せるととを知っていたが、どの場合でも、その

「パール」がストロンパス ガイガスだけから採れたも

のであることを請け合った。

【サイズ】 コンク貝の石灰質凝縮物は通常直径

が2~3mm しかな〈、重量は0.2から 0.3ct程度で

ある。ジュエリーの使用に適したサイズと品質のもの

は滅多にない (S.へンドリックソン、私f言、1986)• 

10 c七までの試料は見られるが、それより大きい

「パールJは例外的である.珍し〈上質で大きい例に

は、図 1に示した40.14c七の「パール」や前述した

ハリー ウィンストンの45c七のコンク「パール」の

ベンダントがある.

図8.このコシク rパー)"，は掴著な)tロνク〈ブラウン、 18.62ct、

下〉からほぼ休止・〈暗いブラウン、 L83ct、主〉まで・己の吉で生じる

多11多出なJF~世を表ねしている.最もまめられていU，fl:は、フν トボール
のような対称形の細長し、情円で、よ左の2四のピンク rri-)f，J (6.49 

6よび2.48ct)が近C'. 試将阻供スーザンヘンドリνクソン.λ

コνトプリνグスIUJ.

Queen Conch "PearJs" 

開野均台j町…\手~}

[形状】 コンク「パール」には極端なバロッ

ク形からほとんど対称のものまで様々な形状がある(図

8)。一般に多少丸くなっているが、球形のものは非常

に稀にしかない。通常、コンク「パール」は形がフット

ボールやスイカに似ている.へンドリックソン女史のコ

レクションには独特のダブル「パール」がある.ポスト

ウィックは 1936年の「ジェモロジスト」の記事で、

コンク「パールJにも適用され-5ようなアワビパール

の形，状に関する規則を幾っか示唆している.つまり「成

長する真珠を体のちょうど適した場所に置かなければ、

粗くなったり形状が悪くなる・・・・筋肉が動く部分で成長

すると丸〈ならないJ.さらに「貝殻に触れていると、

貝に着いてしまう」とも書いている.著者が研究したサ

ンプルの幾っかには、肉茎と呼ばれる突起物が明確に見

られた.これは貝殻に近かったせいであろう.

コンク「パール」の価値を評価す忍には、対称性が

重要な要素である.不規則な形状は通常、対照的な楕円

(フットポール)の形状ほど高い値がつかない.特に

ヨーロッパではそうである.この「理想的」な楕円形か

ら少しでもはずれあと、望ましさが落ちる.価値にマイ

ナスの影響を与えそうな細かい点には、表面のむら、

フラクチャーを思わせるフロー、表面のブレミッシュ等

がある。大抵の楕円形の「パールJは端がホワイトで先

にブラウンの突起があることが多いが、この突起がそれ

ほど魅力的でないことがある.

【色の範囲】 コンク「パール」にはピンク、

イエロー、ブラウン、ホワイト等の様々な色相がある

(図9).ヘンドリックス女史の提供したコレクション

I主主にシルバー ショール(ドミニカ共和国とターク

ス アンド ケーコス諸島の双方が主張してい忍浅瀬の

図 9.大抵の人はコンク「パールJをピンクと考えているが、ホワイト

(1.44ct)、イエロー(rゴールデン1、下、 7.23ct)、ブラワ

シ、またはオレンジィ(rサーモン， ) Dある.試科目自民スーザン ヘシド

リνクソン.スコνト ブリνタスI.r，.
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f 、

地域)で見られる「パール」を代表するものであるが、

その半分以上は明るいブ・ラウンで、グレーやイエローで

変色してい与ものもある。漁師が通常プラウニッシュの

コンク「パール」を捨てているとすれば、市場で入手で

きるものしか見ていない人にとっては、これは珍しい

(例えばストリーター、 1886)。しかし、エパレット女史

が、彼女のコンク漁場で見られるのは大抵ヒ・ンクである

と言っているので、様々な色の比率には多少地域差があ

ると考えられる。暗いブラウン (rチョコレート1 ブラウ

ンJ)は非常に珍しい。ホワイトのコンク「パール」もか

なり珍しいようであるが、ストリーター (1886)、クンツ

(1892、1894)、及びウェプスター (1975)が言及している.

ブラウニッシュ イエローのコンク「パール」は、コレ

クターやテ'ィーラーの聞で「ゴールデン バールJと呼

ばれている(図 10)。しかし、最も価値の高い色相は

ピンクとオレンジィ ピンクで、これは「サーモン」と

も呼ばれる(クンツ、 1892;クラッシズ、 1986).珍しい

例にラベンダーがある.ピンクの色が非常に濃いので

「パール」がレッドと説明されることもある.ピンクの

コンク「パール」の中では中位のパーフ.リッシュ ピン

クが好ましい色相(図 11、12)で、サーモンはこれ

よりわずかに望ましさが溶ちるとされている。

図 10. ~ュエリー巴セν 卜されたよ買の rゴールデン」コンク『パール」

(15.560乞〉の診しい例が、乙の 14金の1自負である.写真由供エメ

ラルド インタ ナショナルキ上〈フロリダ州キーウヱスト〉のマニユエル&

イン7 マーシャル.

216 Queen Conch “Pearls" 
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図11.非常に上貨は邑で珍しω斜めの火員械遣のこの2.88ctのピンク

のコンク rl''i-)¥''Jは、ザンペルナルド諸島〈コロンピア〉沖で発見

され、 18金のペシダントにセットされている。写真盟供エメラルドイン

タナショナル社〈フロリダ州キーウエスト〉のマニュエル&インタマー

シャル.

他の真珠と伺様、コンク「パールJの色はそれが成

長する部分の貝殻の内面の色を反映する。顕微鏡で観察

したり薄く切ってみると、ブラウンは不透明で泥のよう

に見える物質の層が貝殻の表面の近くにあるために生じ

ることが分かる.サーモンの色は、この物質の非常に薄

い層がピンクの領域を覆っている場合に生じるようであ

る。

[槌色】 残念ながら、ピンクのコンク「パールJ
の魅力的な色は安定していない.貝殻そのものと同様、

このような「パール」は長時間日光に曝すとはるかに明

るいピンクになってしまう(図13) .カメオに使用し

ていたので、貝のこの特徴は早くから知られていた(ブ

ラウン、 1986)。
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槌色するのはピンクの色が有機質によるためであろ

う。パイ・ユニカム紫外線可視分光調l光器でヒ・ンクのコ

ンク「パール」の吸収スベクトルを得たところ、 500
nm付近を中心にした広い吸収帯がピンクの色の原因で

あった。ラマン分光計を用いた研究で、との可視光線吸

収の強度はラマン スベクトJレの特定の緩の強度に関係

することが実証された{デデ・デュボア及ひ'マーリン、

1981) .これらの緩は、有機質色素の多くが属している

カロチノイド族の有機質化合物に特有のものである.色

素の正確な性質は分かっていない。有機質物質の多くが

鎚色する限り、この現象がコンク「パールJに見られる

のは驚くことではない。乙の槌色は、自然光線の紫外線

に附されたときに物質が分解するためであろう.色を戻

す方法は分かっていない。その結果、ジュエリーにセッ

トした上質なピンクのコンク「パール」は、日常に着用

するのではなく、イブニング ジュエリーにするか、時

折り着用するのに留めるべきである。しかし注意してい

れば、エドワード7世様式やアールヌーボ一様式の作品

の「パール」が実証するように、この色はいつまでも

滋いままである(再び図2及び3参照)。

[屈折率および比重】 色の範囲すべてにわたる

Queen Conch "PearJs" 

回 12.己の3自のピンクのコンク

rH-J[，J は最b盟ましU邑と火員側

遣の耳目を示している.左から右ヘ、

2.88c七、 2.24C七、 4.Q4cto
試科提供スーザン ヘンドリνクνン.

ロパート ワエルダンIU，.

図13.左の鎚色した3.37c tの r/~-)vJ の色1.，日光巴晒す前は右の

1.56ctの rパールJ(;:似ていた.鑓色した rパー)~J にはホワイティν

シニLの突起もある.これはコンク「パール」によ〈ある絡1誌である.小さい

ほうの「パルJの不I!則な波状の表面は、その価値を下げている.ロパー

トワヱルダン1l!:J;o

1 6個のコンク「パール」で、スポット リーディング

法を用いて屈折率を測定した。全部が1.50から 1.53

の聞の範囲に入り、平均値は1.51であった。

浮力法で 12個のコンク「パール」の比重を測定

その値は色と相関関係があるようである。ブラウンの石

が最も値が低い (2.18~2.77)が、これは「パールJを

ソーイングした時に分かるように、この石が一般にキャ

ピティを含んでいるからだと考えられる。キャピティを

含むものも含まないものもあるホワイトと「ゴールドJ

のサンプルでは、中間値(2.82~2.86) が得られた。

著者の経験(rパール」をソーイングした経験とX線で

観察した経験)によると、ピンクのコンク「パール」は

キャピティを含まず、比重は2.84から2.87の範囲に

入る。
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図 14 これは完全な形状と良い芭を匂つコンク rr~-)"J (3.06ct) 

の索時しい例である・放射状の火員権還が、魅力的な楕円貯の偽シャト

ヤンシーを生み出してωる.試11回出スーザン ヘンドリνクソン.写真

岳チノハミνド.

【コンク「パールJの火炎構造】 コンク「パー

ル」の最も印象的な特徴の一つに火炎構造がある。

「パールJに絹のような光沢を与える平行の細長い結晶

の規則的なパターンが表面に見えるものもある(再び図

1 1参照).本当に最高の試料では、顕微鏡により「火

炎Jが薄いラメラと鑑別できる.このラメラは互いにほ

ぼ平行で、 『パール」の軸に垂直なことがあるので、

きめの粗いシャトヤンシー効果を生じることがある(図

1 4) .レッドやブラックのカブト貝では、コンク貝そ

のものの一部にも火炎構造が見えるものがあり(ブラウ

ン、 1986)、トリダクナ「パールJにも見えるものがある

(リディコート、1981)• 

火炎構造が認められるコンク「パール1はピンク

(およびピンクやホワイトのパールのホワイトの部分)

だけで、そのピンクでも顕微鏡を用いないとすべてでこ

のパターンが見えるというわけではない(例えば図1の

最大の試料参照).肉眼では火炎構造が認められないコ

ンク「パールJを磁器質と呼ぶ。従って、火炎構造があ

ればピンクの塊をコンク「パール」と識別するのに役立
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つ(ワェブスター、 1975;フライヤーその他、1982)が、そ

れがなくてもコンク「パールJでないとは言えない。し

かし火炎構造は非常に望ましいもので、これがよく見え

ないコンク「パールJは顕著に見えるものより価値が低

い。

クイーン コンク貝の構造l土、ボルマン(1941)が詳

細に説明し、ブラウン (1986)も概説している。 rパール」

は員と同じ方法で形成されるので、同様の構造が見られ

ると考えられる@薄い板を3枚切り取った。色の異なっ

たフ.ラワンの「パールJ2j固から 1枚ずつ(図 15、左)

とピンクの「パール」から l枚である(図15、右)。

両方とも基本的に同心円の構造である(フライヤーその

他、 1985参照)が、 1枚の板の中で構造は非常に異なる

ことがある.ピンクのサンプルの最も外!日~の層は多少プ
リズム状の構造で、比較的大きい結品で構成されている

(幅最大lmm).同様の層がブラウン「パール」の内側に

認められた。その他の層はストロンパス カーイガスにつ

いてボルマン (1941)が述べたように、細かい繊維質か、

または円柱状の構造である。 3枚とも非常に不規則なブ

ラウンの核があり、その性質は分からない。ブラウンの

「ノTール」には聞にフラウンの泥のように見える物質の

'層があり、これで色が付く。コンキオリンがほとんどあ

るいは全くないので、 X線写真では「パール」の中に何

の構造も認められない。

ブラウン (1986、p.157)の説明によると、コンク貝の

火炎構造は、 「貝の繊維質結晶が急角度で曲がり、その

方向が員の内面にほぼ平行になっているため生じる光学

効果」である。著者市羽f究した良好な火炎構造のあるピ

ンクのコンク「パールJの簿レ、板(図 15、右)では、

乙のような曲がりは明瞭でない。火炎構造は、泥のよう

な層が最も外側の層の内mHごない場合にのみ明瞭になる

ようである.これがないために透明度が上がり、パール

の「より深い」部分が見える.火炎構造を呈する貝また

は「パール」のすべてに、繊維質またはラメラ状の構造

がある.偏光で観署員すあと、最も外側の層は2組の結晶

で構成されていて、一方が消光の時に、もう一方lま光っ
ている.これは結品学的関係が固定していることを示唆

し、斜長石に通常見られるような双品であろう。サパ

ティエ (1953)が、同様のきめを呈する貝に見られるカル

サイトの双品について記述している。コンク「パール」

を顕微鏡で検査すると、一方の結晶がもう一方より色が

濃いか、あるいは一方か・繊維質でもう一方が繊維質でな

u、。
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囚15.このi青山担〈厚さ的100Mm)ブラウン〈左〉とピンク〈右〉のコンク fパール」からカッ卜された。両方の拒とb、不処則位ブラワ

ンの核と同心円世の械遣が明瞭である。左の薄い板にある泥のように見えるブラウンの層が「パールJの色を落としている.倍率12('%0開ぬ録

写真は;;ョン I コイブラ.

残念ながら「パール」の化学組成は明瞭でーない.屈

折率の平均値(1.51) はアラゴナイトの範囲(1. 53~1. 68)

より低〈、カルサイトの範囲(1. 49~1. 66) 内にある。

これは、貝の表面にカルサイトが含まれているという赤

外線分光計に基づく観察(コンベール及びベイツ、 1973)

と一致する。比重はカルサイトの値(2.71)とアラゴナイ

トの値 (2.95)の間である。ウェブスター (1875)が示唆し

たように、コンク「パール」の平均値を約2.85とする

と、カルサイト約40%とアラゴナイト 60%の混合物

に対応する。ラマン分光計(デデ・デュポア及びマーリ

ン、 1981)もカルサイトとアラゴナイトの混合物であるこ

とを示す。しかし様々な「パール」の板のさらに外側の

面に近い幾つかの点でX線回折を行うと、常にアラゴナ

イトのパヲーンと一致する。これらの測定値から、コン

ク「パール」は主成分がアラゴナイトで、量は分からな

いがカルサイトとおそらく水分が含まれ、さらに色の原

因となる有機質の物質が少量あることが示される。従っ

て、サパティエ(1953)が記述したように純粋なカルサイ

トの中にある特定の双晶が火炎構造の原因ではなく、そ

の原因は方向性のある結品成長にある同様の現象に求め

られるであろう。

[硬度と靭性] コンク「パールJはその組成の

喜1)には硬度が驚〈ほど高く、しかも硬度に変化があるこ

とが判明した。メーカー2社の硬度ポイントを使って

引っ掻き試験を行うと、結果は一致し、値はブラウンの

Queen Conch “P回 rls"

「パールJで4と5の問、ピンクで5と6の聞であった。

引っ掻きに対するこの抵抗力で、 「パール」がジュエ

リーとして着用しでも非常に強い光沢を保つ理由が説明

できる。カルサイト (3)とアラゴナイト (3.5~4) の双方
より硬度の値が高い理由は、現在のところ説明できない。

コンク「パールJに穴をあげてセットしたことのあ

るジュエラーなら、その靭性に驚く。靭性lま良好とされ

る.カキの真珠よりはるかに高いと報告があり (S.へン

ドリックソン、私信、 1986)、このためコンク「パール」

が比較的ジュエリーにセットしやすいものとなる。

そ:-0::>イ也 0::>雲表:T.オと 0::>言哉男リ

ピンクやオレンジのコーラルビーズがコンク「パー

ル」と間違われることがある(リディコート、 1981;

ファーン、 1986).鑑別の最も有名な誤りは、クンツに

よるもので、コイブラ (1987)が報告している.リディ

コート (1981)が指摘しているように、この2種類の

素材は比重で識別できる。コーラルは2.65で、ピンク

のコンク「パール」の平均は 2.85である。表面の

外観も大きく異なる.コーラルは帯状の条ばかりで

なく顕著な表面のピットがあり、これはコンク「パー

ル」に見られる火炎構造よりはるかに規則的である。

コーラルには独特の年輪状の構造が見られることも

ある。
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コンク「パールJの模造石はその他にはほとんどな

いようである。ピンクのガラス ビーズ(火炎構造に

似たパ主ーンを持つものもある)が使われたこともあ石

{アァーン、 1986)。細かく試験すると、通常、ガラスに

は気泡や色のf向、あるいはその他のインクルージョンが、

この模造石を天然、の素材から識別するのに十分な程度存

在する。ストリーター (1886、p.274)は、ある「器用なア

メリカ人Jがいかに「貝のピンクの部分から非常にもっ

ともらしい模造石を」カットしたか、記述している。混

乱に拍車をかけるのは、これらのビーズがコンクの買に

持入されたことで、この貝は言うまでもなく、その後い

わゆる「パール」を生み出すことが分かつた.クンツは

1894年にビーズの模造石についても触れている。最

近、貝のピンクの部分をカポション カットしたものが、

あるジュエラーに託された (D.ウィリアムズ、私f言、
1987)。依願入によると、それは数年前にマイアミでコ

ンク「パール」として販売されたものであった。へンド

リックソン女史(私信、1987)t土、このような模造石が最

近ドミニカ共和国で販売されていると証言している。こ

れは、長い間忘れられていたと考えられる古いトリック

に対しでも、常にi由断を怠ってはならないことを強調し

ている。言うまでもなく、これより多いのは、コンクの

員をカットしてピンクのコーラルを模遣したビーズであ

る (R.クラウニングシールド、私信、 1987)， 

F百言菩 0::>医司是豆

真珠は貝殻の素材から形成され、軟体動物の真珠漢の中

で自然に成長する石灰質の凝縮物である(コーマンズ、

1983) ，この定義は、コンク「パール」が実際には

本当の真珠であるが、他の動物(腕足類、虫類、魚類、

晴乳類)が形成した石灰質の凝縮物はそうでないことを

暗示している。この定義に従って、 CIBJOの規則は

コンク貝の凝縮物を「ピンクパール」と呼ぶように

推奨し、ピンクには大文字のPを当てる(宝石/真珠、

1982) .しかし大抵の宝石学の教科書には、ネイカー

またはオリエントがなくてはならないと強調されて

いる(リテ'ィコート、 1981;ウェブスヲ一、 1983).この

定義により、ネイカーがない限り、コンク「パールJを

本物の真珠とは考えられない.連邦取引委員会 (FTC)

の勧告では、凝縮物を真珠と呼ぶにはネイカーや

オリエントがなくてはならないとは規定されていない

(USF旬、 1959) 。ジュエラー自警団の勧告に含まれて

いる定義では、証明するのが難しいコンキオリンの

存在を必要とし、コンク「パールJには特定の用語

を何ら推奨していない(プレストン及びウインド
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マン、 1986)，G 1 A G E Mトレード ラボラトリー

の方針では、報告書にはこの石を「石灰質凝固物」と

呼ぶ。

しかし業界では一般にコンク貝の石灰質凝固物を

「コンク パール」と呼ぶ。この用語のほうが魅力的

で、 「石灰質凝固物Jでは特定するのに十分でない

からであろう。「コンクパール」という用認を

用いれば、この石灰質凝固物がコンク貝によるもので

あることが明瞭になり、 CIBJOの用語のように色が

ピンクである必要はない。 CIBJOの用語はさらに

他にも混乱を生じる。ファーンは最近の著作(1986)

で、ニュージャージー州で発見された)93グレイジ

(23.25ct)の「ピンク パールJの話を報告している。

この「パール」は後に「クイーンパール」という

名前で知られるように‘なった.ユジェニー皐后が

所有したことがあったためである。 CIBJOの

用語では、大文字のPで綴るとコンク「パールJを

指すが、これは実際にはピンクの色相の淡水真珠で、

「ピンク淡水真珠」と呼ぶべきものであった(大文字の

Pではない). 

しかし「コンク パール」という名称にしても混乱

は生じる.ここではコンク族のストロンパス ガイカ'ス

が生み出す石灰質凝固物のことだけを検討したが、コン

クと呼ばれるその他の貝も「パール」を作り出すことが

知られている(ファーン、1986).さらに、ターピネラ

スコリマス等のその他の員からもピンクの磁器質の

「パールJが生じることが分かっている(ストリー

タ一、 1886)。

嘉吉 言命

コンク「パールJは本当に珍しく魅力的な宝石で、

火炎構造という現在でも解明されていない神秘が、

その美しいピンクの色やエキゾチックな起源と結び

つけられている。養殖や模造が非常に難しく、処理

されたこともないので、本当に天然の宝石である。

硬度が高く靭性が優れているので、ジュエリーにセット

しやすく、元の状態を保つ。長年それほど目立たない

存在であったが、入手しやすくなったためか再び涜行

しているようである.しかし相変わらず非常に稀少な

ものである。適切に漁を制限して、この「パール」が

一様に供給され、今後何世代もジェモロジストや

宝石の愛好家の双方を同様に喜ばせてくれることを

望む。
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